
●はしご兼用脚立は、正しく使われていな
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使用に適した服装で使って
ください。

製品に引っ掛かったり、
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7. 脚立状態で設置するとき

脚立を高くするために、脚
立にパイプや木などをつな
いだり、台や箱の上に乗せ
たりしないでください。

つなぎ目が折れたり、台や
箱が移動して、転倒や転落
の恐れがあります。

8. はしご状態で立て掛けるとき

はしごの裏面は、絶対に使
わないでください。

はしごが破損して、転倒
や転落の危険がありま
す。
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設置場所について

1.脚立状態で使うとき
●
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脚立状態での使いかた

1.脚立にするときとたたみかた
〈脚立にするとき〉
❶はしご兼用脚立の踏ざんを両手で持ち、片
方の支柱を垂直に立ててください。

❷もう一方の支柱を、右図のように開いて
ください。
※はしご状態から脚立にする場合は、左右
の開き止め金具を、下図のように掛けて
ください。

❸標準タイプは左右の開き止め金具を右図
のように、⬇位置で上から押さえて、開き
止め金具を確実にセットしてください。

〈たたみかた〉
❶左右の開き止め金具を下図のように、⬆位
置で上にあげて、金具を「への字」にしてく
ださい。
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2. 脚立の昇りかた・降り
かた・作業のしかた

● 昇る前に、必ず左右の開き止め金具と伸縮
脚が確実にロックされていることを確認し
てください。てください。
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2. はしごの起こしかた・
　 倒しかた

作業は 2人で行ってください。

〈起こしかた〉
❶昇る建物に対して、はしごと 2人の作業者
は右図の位置になります。

❷建物側の人（Ｂ）は、はしごが動かないよう
に滑り止めキャップ（支柱端具）部分を足で
押さえ、もう一方の人（Ａ）が踏ざんを持ち
かえながら、ほぼ垂直まで起こしてくださ
い。

〈倒しかた〉
❶ 2 人の作業者が向かい合って立ち、建物側
の人（Ｂ）が滑り止めキャップ（支柱端具）部
分を足で押さえてください。

❷もう一方の人（Ａ）が、はしごの踏ざんを持
ちかえながら倒してください。

踏ざんを持ちかえながら起こす

起こす

はしご
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